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　馨25．勿論，この計算を行ふにつV・ては，コペルニクは自ら苦心して實地の観
測をやったのであるが，し．かし，トVミのアルマゼストに記載してある数値を
用ひて，同様な計算を：して見ても，殆んど，結果ば遽ばないことが下の表でも
わかる．序でに，現代の最も正確な遊星距離をも井記する．
　　　　　　　　　　　土星　　　木星　　　火星　　　金星
トレミ（アノレマービスト）　　9．231　　5．217　　　1．544　　　0．719
コペルニク（實測より）　　9．174　．　5．219　　1．512　　0．719
現代の三値　9．539　5、203　1．524　0．723
　　　　　但し，距離は，地球と太陽との卒均距離を軍団とす．
水星
O．375
395
0．387
故に，これで見ると，コペルニクの業蹟は，呼値の上では決して薯しい進歩で
も改良でも無いと言はなければならない，回る種のものは，トレミの即値の方
が正しいのである．只，老へ：方の違ぴによって，トレミや其の後績者が考へ得
なかったことをコペルニクが考へたといふ黙に：重大性があるのである．
　壱26・コペルニクの友人の中で，最も早くから彼の新しい宇宙観の事を聞かさ
れてみたのは，球ルナ1ド・スクルテトス（Barnhard　Scultetus，1519年，ロマ
で法王レオ第十世に仕へてるる中に死去），ヨハネス・フラクスビンダ（∫ohan・
nes　Flachsbinder．叉の名をダンティスクスDantiscusと底ひ，1485年，ダ
ンチヒに生れ，クルム及びエルムランドの信正となり，1548年，ハィルスベル
グにて死去）等である．イタリヤのフ。ラ1うの大綬教授カルカニ1＝（Cello
Calcagnini）は1518年にダンティスクスを訪ねたえとがあって，その後“何故に
天は固定して，地は動くか？”といふ書物を書いたことがある事實を考へて見
ると，彼はダンテ、スクスからコペル＝クの論の大略を聞かされたのであらう．
　コペルニクは，フラウエンブルグに蟄居して，殆んど外へ出なかったものだ
から，學術上の知己や朋友は比較的に少なく，叉，敵も多くなかった．知人ρ
中では，レティクス，ラィ．ンホルト等が最も親しかったので，此うした少数人
を相手として，論議を闘はし，叉，批評を受けてみた．レティクス等は，コペ．
ル＝クの新論に大に共鳴し，早く此の論を公表することをすNめて止まなかク
たと同時に，漸次この新論が，世の中に聞こえて，いろk々の一世評があるこ窒
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をコペルに告げた．反町論も多かった．地動論を立下するために，コペル＝ク
は恒星の年週覗差を野地襯測によって算出することを望んだのだが；之は自他
、共に，誰も成功しなかった．今から考へて見ると，～これは無理も無いことであ
る。コペルニクより300年も後になって，ベセル等は最初の醍差測定に成功し
たのだったが，其の値は皆1”以下だった．ところが，コペルニク等の時代の
三角尺の精度は僅かに5’であったのである．コペルニクは叉，：地動読の實誰の
黒めに，何時かは水星や金星の位相の攣化が門門．されるだらうと豫罪したこと
がある．これは果して，1610年十二月11日にガリレオが金星の位相を三見し，
1639年にズポが，1644年にへ1ベルが水星の位相を獲見したことによって，確
讃された・
　壱27・コペルニクの弟子レティクスは，ヰテンベルグ大弓教授であるが，1539年
にコペルニクを態々フラウエンブルグに訪ね，そζに滞在中，新説の内容を聞
かされて，大に共鳴し，切りに彼にすNめて，其の新論の完成本を1540年に受
け取るや否や，Narratio　Prima　de　Libris二Revolutionurp　Nicolai　Copernici
といふ書中に其の地動論の梗概を二三し，ダンチヒ市で公刊し，それから間も
なく，この書の三編を：‘‘Narratio　Altera”と題して出す筈であったの．は，遽に
實現しなかったけれど“Narratio　Prima”の第2版を1541年にリンダウ市のガ
サルス（Achilles　Pirminius　Gassarμs）と呼ぶレティクスの友人が出版した．
　老28．レティクスはフラウエンブルグのコペルニクの所に2ケ年滞在して，研究
や大著の補助をし，コペル＝クも非常に之を喜んだのであったが，ヰテンベル
グに錦って來て，間もなくコペルニクの友人ギ1ゼ（Tiedemann　Giese）がコ
ペルニクの完成した大著を印刷に附するため持って來たので，レティクスは直ち
に其れを携へてニュルンベルグへ赴き，　ヨハネス・ペトレユス（Johannes　Peし
τelus）といふ印刷所に於いて印刷した．この印刷に際しては，ギテンベルグ大
汗教授で，ル1テルの友人であるメランヒト．ン（後に之はコペルニクの反封者
となったけれど）の推薦状や，又，二＝ルンベルビのル1テル教會の牧師オジャ
ンデル（Osiahder，：本名は、Andreas　Hossmann）の推薦欺を附けた．こんな
事情の下に，大著は“天腿回韓論”De　RevolutiQnibus　orbium　coelestiumと
V・ふ表題の下に，1543年に公刊されたのであるが，此の初刷が出卸して，フラ
ウエンブルグに到着した時，コペル＝クは臨絡の床の上に横たはってるた．
　コペルニクは，1542年の末，中風と庶痺性とにかNり，翌年五月24日，其の
著書の第一部を手に持つたま．鴎瞑目したのであるが，實は此の書物には，法
王パウル第三世への献本の辮が何時の間にかオシヤンダ（Andreas　Osia耳der，
1498～1552年）の手によって改作せられ，一世の誤解を避けるため，之は全くの
假論であるといふ噺り書きになって了ってみたのであるが，それは，原著者コ
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ペルニクには全く知られなかったのであった，
　壱29・さて，此の三二回物論は，印刷者の憶病の爲に“Nicolai　Copernici　Tori－
nensis”（i・リノの＝コラ・f・コペルニク）といふ攣な著者名で1543年に出版さ
れたが，前記の如くオシアンダが“天膿置畳論”に添へた短文は，De　hypo・
thesibus　hujus　operis　liJ？究上の假定につV・て）と断り，コペルニクが自書し
た序文の代りに其の書中に挿入されたもので，これによって，コペル＝クは計
算の便宜上の箪なる二三として書いたものであるといふ風に三者に注意したも
のであるが，しかし，コペルニク自身が決して其んな假論として此の書を著し
たものでないことは，彼が法王に獣じた序：文や，印刷に際して：取り除かれた部
分や，叉，後の版に始めて公表された文などによっても明らかである、尤も，
しかし，コペルニクは此の著述に記した所を一ケの可能性として旧き，從って
諸方からの批難を出來るだけ避けることに努めたばかりでなく，又，この新論
が世界に及ぼす影響については飴り注意せす，尚，此の書中の論旨や計算と實
際の天文現象との比較をも充分にしなかったから，これ等の貼に於V・て之れが
“假論的”であると人に言はれても止むを得ないわけであって，つまり昔のエ
ウドクソスの同心球論や，　ヒパルコス・トレミ等の離心圓や回韓圓説などと同
心，全く便宜上のものとも老へられないととはない．何れにし・ても，コペル＝
クは，新しい宇宙論の最初の貴重な思ひつきを試みたとV・ふべきであって，本
當の地動論といふものは，ケプラや，ガリレオや，ニウトンや，其の他の多く
の後績學者の手によって，落膿の民謡や，振子の實験や，恒星の年記三差の三
見，光行差の護見，天王星，海王星等の獲見などによって，完全に誰明された
のであって，コペルニク自身としては，未だ甚だ弱い論擦の上に論を進めたも
のであったのである．
　畳30・さて，此の大著述は，出版された後，一般の學界は初め甚だ冷淡であっ
た、それは，實際の計算上には，天動論も地動論も大して違ぴはないのである
し，叉，之を天三論の別の一方法として解繹することも，出來るやうな形にな
ってみたのである．從って，ギテγベルヒのラインホル｝・　、バーゼルのウルス
ティシゥス，テユビンゲンのメ1ストリン等は，夫れ々々別々の意味に於いてコ
ペノkニク派であった．
　2931・“天腿回三論”は，前記の如く，第一版が1543年に，ニールンベルグから
出で第二版は1566年にバ1セルから出版されたが，これにも澤iilの誤植があっ
たのを，第三版に至って眞に誤りの無v・ものとして，ミ．．・7（Nikolaus　Mtiller）
が1617年にアムステルダムから出版し，更に第四版はバラノフスキ（Johannes
Baranowski）が1854年にワルシヤウから出版したが，此の第四版に於いて，
始めて原著者コペルニクの眞の序文が印刷された．それから第五版はクルツ＝
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一一一一一一一一一一’一．．．Mr一
．（M・Curtze）が1873年にコペル『クの生誕400年記念物ζして出した・そして
1879年には，コペル＝ク學會の出版としてトルソからメンツァ（C・LMenzrer）
のド・イツ繹が出たのであった．．このゴ’の三角術に下した部分は，　レティクスの
斡旋により，別刷として，1542年にヰテンベルグから公刊された．
　馨32．“天艦回轄論”の原稿は，レティクスが後年にも常に座右に持ってるて，
手離さす，ライプチヒに休養のll寺にも携へたのであったが，其の死後，之はオ
ト1（Otho），クリストマン・（Christmann），コメ＝ウム（Comenius）等の手に
渡った末，途にプラ1グの圖書館に納められることになった．
　郷“天慨回一博論”は次ぎの6章から威ってみる，
第1章 地　動　説 般，
（地球の自藤，公韓，歳一急の三運動，大陽系の配列，三角法の幾何學と敷表）
弟2章 天球及び諸表
（球面天文學と恒星目録．，但し．黄経は羊座が星より測る）
第3章 地球の運専及び歳差』
（歳差と，其れを基準とぜる地球の年週蓮動）・
弔4章
第5章
第6章
???????????????
　釜34．コペルニクの宇宙論は，地球が動くといふ読が聖書の多くの鮎と矛盾し
てみたがために，．宗教的情熱の盛んであった巳時に於いては，あちらこちらか
ら反封を受けるのは當然であった．．一世同の反封者の攻回する理由は次ぎの三貼
であった．
　　　　（1）　新しい地動鳶は吾々の直感に反すること．
　　　　（2）　聖書に反すること。
　　　　（3）　天文學のこ千年來の傳統に反すること．
これ等㊧理由のために，多く．の天文学者も亦コペル・＝クに反封の態度を探っ
た．
　茗35．當時，、新思想の源泉であったプロイセンのヰテンベルヒ大學では，撒學
教授レティクスがコペルニクの高弟で，あらゆる援助を輿へたばかりでなく，同
じ大回のエラスム唇・ラインホルト（Erasmus　Reinhold）教授は・このコペル
ニクの地動説を基本とした最初の天罷暦表を“プ・イセン表”と名づけて出版
し，アルバ1ド侯に獣じたのは1551年であった．この暦表はヒパルコス，トレ
ミ及びコペルニクの親測を基礎とし，表の形式は昔のまNを用ひたのであった
が，さて，この表から暦などを計算して見ると，大して著しい便利は得られな
かったし，叉，アルフォンゾ表や，テユコ・ブラ1への表と比較しても，決して優
秀なものでなかったとV・ふことは，レオヰツ（Leowitz，1568年に）や，トス】・
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（Origanus　Tost，1609年に）が立讃した所であった．こんなにして，ラインホ
ルトの表が天象と一二しなかったのは，太陽や，月の運行ばかりではなく，火
星の場合にも，ケプラの調査によれば，この表は，1625年度の位置が星の撰の
位置より40～5cも違ってみた，このラインホルトの表は，英國ではジ．シ・フィル
ド（John　Field）が，1557年度の天聴に關する回報を子等する場合に用ひた．
叉，レティクスは，1551年度の暦を作製するのに，コペルニクの表を基礎とし
て用びた．しかしながら，この熱心なレテ．｛クスを除けば，其の後，藪十年閥，
誰一人コペルニクの読に賛威考は無かったと言っても旧いのであった，そして
やはり，トレミの直読が山前の通り三界を支配し，メランヒトン　（Melanch－
ton；本名はSchwarzerd，1549年に），ゲンマ（R．　Gemma，1555年に），ヨ1
ハン・ホンメル（Jo”nann　Honimel，1562年に），テzコ・ブラ1へ（Tycho　Brahe）
畜は皆，コペルニクの反封者となった．
　しかし，叉，いろんな學者が，コペルニクの読を用びたのも二二で．ある．た
とべぼ，イエス・fト派のアルポレ1トス（Arboretus）は，1575年頃，遊星の逆
行運動を自党明するためにコペルニクの書中にある数値を用びた．叉，．地磁氣を
獲摂したヰリヤム・ギル・qト（William　Gilbert）は，三二の性質を読明する
ため，地球の日韓説を利用したが，し・かし，宇宙魚信に無し・ては，コペル；ク
説とも，ブラiへ論とも，何れも制定を下さなかった．同様に，ロバ1ト・v
コ1ド（Robert　Record，1551年に），　ト1マス・ディゲス（Thomas　Digges，
1592年に），ベネデッティ（G．B．　Benedetti，1530～1590年），バトリチオ（Fr．
Patrizio，1530～1597年）及びジ．ルダ1ノ・ブルーノ（Giordano　Bruno）等は，
づ、ペル＝クの論の湿る一つ二つの黒占を利用したり，我がものにしたりレた．’そ
して，その第十六世紀の末の頃には，ヨ1ハン・リヒタ（Johann　Richter　Pra・
etorius）はアルトドルフで，1588年から此のコペル＝クの新論を講義し始め，
叉，ウ＝．ルスタイセン（Chr．　Wuでsteisen，1544～1588年）はイタリヤに於いて，
叉，ケプラの師であるミカエノレ・メ．1ストリン（Michael　Maestlin）はテ＝1ビ
ンゲン大回に於いて，この論の二巴をレた，街，箪なる机上の思想問題として
ではなく，事二上の行爲によって，この回読の重要性を世に流布したのは，＾
e侯ヰルヘルムや，テーコヴ列ヘカ、謹星や恒星の維緯度の親測を熱。・に遂
』高して，新宇宙槻の確立のために努力したことであった，この種の基礎槻測が
是非必要であるといふことは，コペルニク自身が其の晩年に於いて盛んに希望
したところであったのだから，
　壱36．コペルニクの地動論が公表されて後，天文二上から～これに反回したのは
テ＝Lコ・ブラ1へとうイメルス（Nikolaus　Reymers，1550～1600年）とであ0
た．ブラ1へは地球の不動を唱へ，同．時に諸遊皐は太陽の衛星の如き淫行をレ
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つs太陽と共に地球のまはりを巡ると主張し，之にオリガノス（Or量ganus，本
名はDavid　Tost，1558～1628年），バトリチゥス（Fran．cescQ　Patric量us，1529～
1597年）等が賛成した．叉，ライメルスは地球の自｝博は承認したけれど，地軸
の方向は一定無憂であると主張した．乏は，昔の・ンゴモンタヌスの詮に似た
ものである．
　尚，基督教會は，當時，新教と蕾教との争ひが猛烈に行はれてるた時である
けれど，宇宙の構造については，歩引が共に聖書の文を盲信してみた立場を以
ってみたので，何れもコペル干クの地動説には維封に反書した。
　29　37．コペル；クの地動詮は，今の人が考へる様に，二軍に学界を征服したも
のではない．永い年；敷にわたるトレミ論の傅統の彊さは，ブラ1へのやうな脂
玉の心をも捕へてるた．殊に，ニウトンの引力論が現はれない此の時代に，地
球の疎形と其の自蒋を応護するtとさへ，甚だ困難な問題であった．況んや，
恒星の覗差が一つも見付からない此の時代に，地球の公言を認めることは，至
難であった．コペル＝クより約一百年おくれてケプラとガリレオが現はれ，二
野と望遠鏡とによって，更に恥きV・新時代を拓いたのだったが，しかし未だ其
の時代は天文學は要するに宇宙の幾何塁であったのである．ニウトンに至って
始めて，天騰運動は力演的に解決されたのである，
　コペルニクの事蹟を老へる場合に，彼れの蒔代思潮や其の背景を考慮しなけ
れば，眞の理解は出來ない．彼れが，やはり，プラト1・アリストテレ1ス流
の圓形哲學から抜け切ることが出來なかったのは，決して彼の慣値を下げるも
のではない．進歩は徐々であるが，しかし，健實な歩調で，行はれるべきであ
る．むしろコペル＝クの新論提唱は，學界改新の第一聲と老へらるべきであら
う．コペルニク，ケプラ，ガリレオ，＝ウトン，ベセルの，この一聯の二三に
よって，古典學から近代學への移行が完成したのである．
　2938．一論によると，コペルニクは其の最初の“天三回忌論”の原稿中に於い
て，遊星の運行を，二流の圓三等動の二等な組み合はせとせすに，楕圓形の軌
道を老へついたのであるが，後，これを：取り憎したのであるといふ，箔し，此
の論が三宮であるならば，誠に惜しむべき取り耀しであったと老へなければな
らない，楕圓形の軌道の獲見者はケプラといふことになってみるが，これがコ
ペルニクによって實現されたのならば，天動説を地動論に改めたと同等の（或
は，域る意味に於いては，其れ以上¢））學術的な大穴見と言はれたであらうと
思はれる。これを一具思ぴ付いたに拘らす，取り濾して了つたといふの1＃．、　’や
はり時代の力か，叉は思想上に確信が無かったのであるか？．
　老39・コペルニクはドイツ・人であるか，ポーランド入であるか？　とV・ふ問題
が，可なり永い前から學俗界の話題になってみる・ボーランドといふ國家は，
昔から興ったり亡びたりしてみるので，＝甚だ面倒であるが，しかし，ポ1ラン
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ドとv・ふ地理的な属域は牛11然として存在するのである．殊に，最近年にも，．か
の第一次三三大戦の直後，ポ1ランド國が復興したので，其の國の國際的な宣
傳が行はれる度毎に，コペルニクの名を恰も三二のやうに，もてはやした三二
を自分は海外で幾度も見た．しかし，今次の大町の結果，果して，ポ1ランド
が如何に虚理されるか？一コペルニク家は，前述の如く，クラカウ市民であ
るといふ見地から考へると，彼は確かにボ1ランド人である．グラカウは，股
然たるポーランドの都市なのだから．しかし，地回を開いて見るとコペルニク
（K6ppernigk）といふ町がドイツ國のシレジや州のエルツ蓮山地方のフランケ
ンスタイン附近にある．從って，古い昔，コペルニクの魍先は此の町から出た
ものとも考へられるので，やはり彼はドイツ人であるといふ理由は成り立つ．
今回の大戦以上，ド・イツはコペル＝クを全くド■ツ人と認めて了ぴ，．ベルリン
市のグ1レム逼にある二丈計算局（天文暦やナハリヒテン誌の編輯所）を1940
年以來，“コペルニクス學院”と改名して了つた．
　を40・コペルニクの傳記を，其の同時代の人が書いたのはレティクスだけである
が，夫は今全く壊滅して，取り返しのつかぬものでなってみるのは残念である．
フランスのガサンディが，1654年にパリで出したコペルニク傳があるが，之が現
存する最古のものである．第十九世紀になって，スニヤデスキ（J．Sniadecki，
ワルソウから1803～1818年間に），エストファル（J．H．　W．　Westphal），チンス
キ（J：Czynski），クルツ。（M・Curtze），ヲリン．スキ（H・A・Wolynski），ヒプ
ラ（F．　Hipler）等のコペルニク傅が出版されたが，これ等のすべては，プロゴ
・1（Leopold　Prowe）が，30ケ年の調査研究によって，1884年にベルリンから
出したNicOlaus　CoPPernicusといふ著述の聲償に掩はれて了ってみる．この
プロ土iの著書’は2部（3雀）に分れてみるが，其の第1部は｝コペルニクの詳
細な傅記であり，又，第2部はコペルニクの短文や，書翰，日記，：地方的史料
等を集めてみる．尚，コペルニクが，1491年から1506年までの度々のイタリや
三三によって，如何に思想の獲展を見せたかとV、ふことは，ドメニコ・ベルティ
（Domenico　Berti）が1876年にロマから出版したCopernico　e　le　vicende　del
sistema　Copernicano　in　ltaliaとV・ふ書物と，樹，スキや栄レリ（G．　V．　Schia－
pareili）が1873年にミラノから出したIPrecursori　del　Copernico　nell’an－
tichita　といふ書物で知ることが出回る．大著De　Revolutionibus　Orbium
Coelestiumの紀念出版（コペルニクの生誕400年を紀念するもの）は1873年に
1・ル．ンから出版されたし，其のドイツ繹はメンツァ（C．LMenzzer）によって
1879年にトルソから出版され，．更に其の焼物が1939年にラ・イプチヒから出た．
これの三二は（一部は天界230號と232號に載せた）今，田上で進行中で，今年
中に完成する筈である．「1943－1－6．田上武官墓にて］
